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文化財のカビ被害予防と対策のシステム化についての研究（①保修02-13-3/5）

目　　的
　高温多湿なわが国において、文化財のカビの問題は非常に深刻である。博物館等の施設においては大規模
燻蒸が年々難しくなっており、大規模な被害を起こさないようにする予防の徹底、カビの被害が起きてし
まったときの系統的な対応について具体的な流れを示し、普及することが急務である。さらに2011（平成
23）年に東北で起きた大震災によって津波などで被災した文化財をはじめ、歴史的建造物等の県境制御が
難しい場所において大規模被害を起こさないような予防法、系統的な対応について具体的な流れを示し、普
及をめざす。

成　　果
１．津波で被災した紙資料などの文化財の微生物被害について、分離された微生物の水分活性や耐塩性など、
生理的性質についても調査を実施した。海水被害では含まれる塩によってある程度微生物被害が遅延する
ものの耐塩性の菌群を中心に被害が起こることを確認し、凍結保存のような速やかな初期対応が必要であ
ることを学会・論文等で報告した。　

２．カビを分解する酵素を応用した文化財の汚れの除去方法の研究に参加した。本年度は対象となるカビの
種類に最適な酵素かつ文化財材質に影響を及ぼさない酵素の選定を進めた。

３．津波被災文書の応急処置法のひとつとして研究を進めているスクウェルチ法によって、どの程度海水由
来の塩が除去できるかについて検討をすすめた。風乾による脱水処理と比べるとスクウェルチ法では一定
量の塩分の除去効果が確認された。

４．古墳環境において、浮遊菌・付着菌量のモニタリングを行い、除菌清掃といった微生物制御対策の最適
化について評価し、知見をまとめた。
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